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近代中国における港湾都市の形成と機能：大規模データベースの構築と可視化の試み 

城山智子（東京大学大学院経済学研究科 教授） 

 

はじめに 
 「より多く、より速く、より遠くまで」物を運ぶ技術が導入された時、在地の物流シ

ステムはどのように対応するのか。この 21 世紀の世界経済に各国の産業・企業が対峙

していく上で極めて枢要な問題は、19 世紀までその起源を遡るものでもある。すなわ

ち、19 世紀半ばを画期に、世界貿易は、貿易量の増大、品目の多様化、広がりとスピ

ードといったあらゆる面で大きな変化を遂げた。その主因として、交通・通信技術の革

新は、輸送コスト低減との関係で、つとに指摘されている。しかし、アジア経済史研究

では、近代技術の導入後、どの様に伝統的な陸海運・河川交通を用いた流通のボトルネ

ックが解消され、輸出入が増加したのかは、必ずしも明らかにされてはいない。こうし

た中で、本研究の背景をなす、「世界貿易の多元性と多様性－「長期の１９世紀」アジ

ア域内貿易の動態とその制度的基盤」（科学研究費基盤Ａ 平成 23～27 年度 研究代

表者 城山智子）では、アジア域内で生産・消費される産品の取引連鎖（commodity 
chain）を分析する中で、ボンベイ、シンガポール、上海といった貿易ハブの、国内外

を双方向に仲介するゲートウェイとしての機能に考察を加え、港湾都市と国内の後背

地・市場を結ぶ物流システム（ロジスティクス）の一端を明らかにしてきた。 
これまでの研究成果と課題を踏まえて、本研究では、パイロット・ケースとして中国

沿海部の開港場を取り上げ、港湾都市形成を、近代交通技術に対応した港湾インフラの

建設と後背地との間を結ぶ物流システムの形成、という 2 つの側面から検討し、その機

能に考察を加えることを試みた。物流の定量分析を行うについては、データと分析手法

のそれぞれについて新しい挑戦を行い、従来の既存の統計資料を用いた研究を超えるこ

とを目指した。一つは、デジタル文献資料からの大規模データベースの構築である。交

通技術革新のインパクトを測るには、貿易量、交通量、移動のスピードや距離等を数量

的に把握することが不可欠である。近年、デジタル化された大量の歴史資料がサーチ検

索機能も備えてウェブサイト上で公開され、同時代資料から数値データを抽出して統計

資料を作る、大量の文献資料から定量分析の対象となるデータベースを作成する、とい

ったことが可能になっているのは、研究環境の大きな変化である。もう一つは、分析手

法としてのデータの可視化である。コンピューターグラフィック（Computer Graphic, 
CG）や地理情報システム（Geographical Information System, GIS）を始めとする情

報の可視化技術の社会科学への応用は、世界的に大きな注目を集め、経済史、歴史地理

学、コンピューター・サイエンス等が交差する、研究のフロンティアとなっている。本

研究も、単なる図示を越えて、様々な属性に基づいて描かれた地図を相互に検討し、分

析手法としての可視化の可能性を模索している。 
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１、上海の開港と船舶出入港の増加 
本研究では、中国の開港場の中でも、最も重要な貿易港としての発展を遂げることと

なる、上海を、出入港の動向についてのケースとして取り上げた。1832 年、イギリス

東インド会社の船舶、アマースト号は、広州以外の港での貿易の可能性を探るべく、マ

カオを出発して北上した。廈門、福州、寧波といった港で、入港を拒まれたのち、上海

に向かうに当たって、通訳のカール・ギョッツラフは、「この都市は、南京からも遠く

なく、この帝国の最も豊かな地域に属し、アジアの大河である揚子江の河口付近及び、

その他航行可能な河川の河畔にあることから、貿易には最適な位置にある。」と大きな

期待を寄せた1。呉淞江の河口での清朝官憲による制止を振り切って、ギョッツラフと

船長ヒュー・ハミルトン・リンゼイらは、南東に航路を進めた。リンゼイによれば、崇

明島との間に広がる浅瀬の航行は、唯一の難所であったものの、呉淞江は「中国で最も

航行に適した河川の一つ」であり、一行は無事に上海に到着した。様々な大きさと形状

の極めて多数のジャンク船が停泊しているのを見て、リンゼイは、「交易の中心地とし

ての上海の評判に違わぬものだ。」と述べている2。 
東インド会社が、リンゼイの報告を受けて、特に上海を重視した形跡は認められない

とされる3。しかし、アヘン戦争での敗戦を受けた 1842 年の五港開港後、上海は、長い

対欧米貿易の経験を有する広州や、最も重要な輸出品である茶の生産地に隣接した廈門

をしのぐ、中国最大の貿易港として発展していく。そこでは、リンゼイらも注目してい

た、外海に接した沿海都市であると同時に、揚子江を始めとする内陸の河川を通じて国

内各地へ航行可能であるという上海の立地は、重要な要因であった。 
1842 年の開港から 10 年余り経った 1851 年の上海は、どのような発展を遂げていた

であろうか。この問いに応えるのは、従来必ずしも容易なことではなかった。中国海関

が徴税業務を掌握し、海関報告・統計を刊行し始める 1860 年代まで、中国の海運・貿

易の動向は、文書資料からの描写に頼らざるを得なかったのである。本研究では、上海

で発行されていた英字新聞である North China Herald に日次で掲載されていた、船舶

出入港情報（Shipping Intelligence）をデータベース化することにより、この資料上の

制約を離れて分析を加えている。 
19 世紀前半以降、欧米系の貿易商人の活動がアジア海域に広がると、商業情報の重

要な媒体として新聞が発達した。アジアの沿海で欧米人のまとまったコミュニティがあ

る都市では、この種の欧文系の新聞がほぼ定期的に刊行されていた。19 世紀を通じて、

この新聞の読者層の大半が貿易商人であったため、紙面のほとんどが経済情報、なかん

ずく貿易関係の情報で占められていた。特に船舶の情報は紙面の中で一番の重きを置か

れていた。帆船が主流であった 1860 年代までは、遠く離れた本国を出港した船舶の到

着を告げる情報は、最重要のビジネス情報として紙面のトップに掲載された。蒸気船が

急速に普及しはじめた 1870 年代以降では、定期航路が相次いで開設され、新聞の広告

のほとんどが海運会社のそれで埋め尽くされた他、詳細な運航時刻表まで掲載されてい
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る。19 世紀を通じて船舶の運航状況を正確に知ることは、国際貿易業務にとって現在

よりもはるかに重要であった。新聞誌上の船舶情報は、通関記録に基づく貿易統計では

ないため詳細な輸出入品目表を欠く。しかし、船舶一隻一隻の動きを一日単位で追うこ

とができるため、国際物流構造の質的・量的な変化をより動的な形で理解できる、とい

う利点がある。また、新聞の創刊はアジアの各地で貿易統計よりも早く、概ね 1850 年

前後まで遡ることができるため、貿易統計が作成される以前のアジア海域の貿易の姿を

捉える上で貴重な情報源となっている。 
図１ Shipping Intelligence on North China Herald (December 13, 1851) 

 
 
 1851 年には、延べ 448 隻の船舶が上海港を出入りした。これらのルートや船籍を

CG 技術で３D 可視化することで、上海をめぐる海運のポジション（量と分布）を看取

することができる（動画については、以下のサイトを参照。） 
http://www.veha.e.u-tokyo.ac.jp/VEHA-shanghai/index.html 
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 対ヨーロッパや対アメリカの遠隔地貿易のみならず、アジア域内貿易においても、上

海が多地域との物流ネットワークを構築しつつあることが分かる。上海に先立って、

1832 年にイギリス海峡植民地の主都である自由貿易港として開かれたシンガポールに

比べると、アジア及び世界との結びつきは少なかったとしても、上海は、着実に対外と

の関係性を深めていた（シンガポールの 1850－51 年出入港船舶 CG 動画については、

http://www.veha.e.u-tokyo.ac.jp/VEHA-singapore/index.html を参照。） 
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２、国内交易ネットワークの形成 

対外貿易関係の拡大が、国内交易とどのように関係していたのかは、アジア・中国経

済史研究の中で、重要な研究課題の一つとされてきた。本研究は、中国海関（税関）貿

易統計の国内交易に関するデータの分析と可視化を通じて考察を加えている。 
 海関統計とは近代の中国で作成された貿易統計である。1859 年から 1949 年 3 月ま

で作成された。貿易統計は関税法と通商条約に基づいて税関が作成する業務統計である。

そのため法律や制度の違いによって、多様な形態の貿易統計が存在する。少なくとも国

際連合の国際標準ルールが浸透する 1960 年代より前の時代、国によって貿易統計はす

べて違っていたと言っても過言ではない。海関統計も多分にもれず当時の中国特有の貿

易制度に基づいて作成された。そのため統計の特徴を理解するためには、その背後にあ

る制度についての説明を必要とする。 
 今日、貿易統計が外国貿易統計と同義であるのは、国内法である関税法によって関税
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ラインが国境とされているからにすぎない。税関が誰に何を何処で課税するかは時代や

国によって異なる。中国の場合アヘン戦争以降、西洋諸国と通商条約を結んだ。通商条

約は中国の数ある海上貿易のうち西洋人だけに適用される特例ルールであった。さらに

太平天国の乱のどさくさの中で、このルールが適用される貿易の管理は西洋人が組織す

る税関で行われることになった。このように、近代中国の貿易制度の最大の特徴は、西

洋人と非西洋人の貿易に分けた二元的な制度により運用されていた点にある。西洋人の

税関は当初は「洋関」（西洋人の税関）と呼ばれていたが、その組織が強大になるにつ

れて中国の税関そのものと目されるようになり、「中国海関」と呼ばれるようになった。 
 海関統計はこの中国海関が作成した統計である。中国海関は通商条約が定める範囲内

で通関業務を執行したにすぎないため、その適用範囲を超える交易はたとえ国際貿易で

あっても統計に記録されることはなかった。具体的には海関が海の税関を意味するよう

に、陸上貿易についてはほぼ記録されていない。海上貿易については課税の対象は西洋

籍の船に限られていたが、1866 年からは国籍ではなく西洋式船舶全般を対象とするよ

うになった。これを裏返すとジャンクに代表される中国在来船舶は記録の対象外であっ

た。総じて、海関統計の数値は西洋式船舶が条約港で積み下ろしをした貨物記録の集計

であった。このような限界が海関統計にはあるけれども、こと西洋式船舶の貿易につい

ては極めて詳細な統計を作成した。特筆すべきは、外国貿易だけではなく国内貿易につ

いても記録を残した点である。つまり海関統計は、経済資料としては中国内外の遠隔地

間交易についての貴重かつ完全に近い記録と見ることもできる。特に 1866 年から 1899
年までは外国品と中国品に分けた国内外の交易ネットワークを 30 以上の条約港別の統

計から描くことができる。 
本研究では、上海から他の開港場への外国製製品の再輸出、および各開港場から上海

への国内産品の移出のデータから、国内交易ネットワークを再現することを試みた。

1871 年から 1899 年までほぼ 10 年ごとのデータからは、以下のことが読み取れる（末

尾に掲載した各年度の地図を参照）。 
1871 年当時、外国からの輸入品を国内各港に分配する機能は、上海に集中していた。

一方、国内産品の移出については、華北の天津、華中の漢口、華南の厦門といった港を

中心として、より多角的な交易網が形成されていた。外国貿易に対する開港が、国内交

易の拡大も促していたと考えられる。 
1880 年になると、外国製品の再輸出でも、多角的な交易関係が形成されるようにな

る。また、揚子江上流で新たに開港された沙市が加わることで、上海と揚子江流域の諸

港とを結ぶ流通の幹線が、より内陸部まで拡張された。国内産品・外国製品ともに貿易

量が増加していることと相まって、国内交易の更なる拡大を看取できる。 
1891 年には、1880 年の傾向がより顕著にみられるようになる。全体として交易は多

角化しつつも、上海と天津、大連を結ぶ北方とのネットワークの強まり、漢口からさら

に沙市、重慶へと延びる揚子江沿岸ルートの延伸と、比較的分散化した華南の交易関係、
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という地域ごとの特徴が伺われる。特に、外国産品については、華南の広州、厦門とい

った主要港の間でも、直接交易を行うのではなく、一旦上海を介した関係が取り結ばれ

ていることが分かる。 
日清戦争の結果、1895 年に結ばれた下関条約では、日本に開港場での工場敷設権を

与えられ、この特権は最恵国待遇によって他国にも適用されることになった。外国資本

の中国への進出が図られると同時に、これに対抗して中国製造業の設立が相次いだ。こ

うした日清戦争後の産業化の進展は、1899 年の揚子江流域や沿海部における物流の増

加にも反映されている。ここでは、上海を頂点とし、以下、天津、漢口、厦門、広州等

の主要ハブが続き、各地の港へとつながっていくピラミッド状の物流網の完成も看取す

ることが出来る。 
 
19 世紀半ばの開港以降、中国の交易の拠点は広州から上海へと移行していった。中

国の南北にのびる沿海交易、そして東西を貫く揚子江の交易が交差する場が上海であっ

た。ここに示す 1871 年から 1899 年にかけての 2 つの交易図は、上海を中心とした中

国の国内交易のネットワークの形成過程を示している。上海の円の大きさから一目でわ

かるように、その交易相手となる地域は中国全土に広がっていた。次いで港を結ぶ線に

目を向けるならば、華北の拠点である天津、そして揚子江流域である漢口との交易規模

の大きさがわかるであろう。上海は揚子江と首都北京の市場を結ぶ交易拠点として近代

に隆盛を極めたことも読み取ることができる。天津―上海―漢口を結ぶＴ字型の交易ラ

インを船舶交易のハイウェイと見立てるならば、次に注目されるのはハイウェイから広

がる毛細ルートである。時代を経るにしたがい毛細ルートはいっそう複雑化し、その中

から副次的な幹線と呼べるようなルートも形成されていったことを読み取ることがで

きる。 
 
おわりに 
 本研究では、上海を一つのパイロット・ケースとして、近代中国における港湾都市の

形成と機能について、データベースの構築とその可視化という新しい手法を応用し、考

察を加えてきた。上海は、開港以降、対欧米のみならず対アジアの経済関係も深化させ

ると同時に、国内各地とも移出・移入の双方で交易のネットワークを拡大させつつあっ

たことを、実証的に明らかにすることができた。 
本研究で開発した、中国の開港場に関するデータベース構築と可視化ツール応用の手

法を、他のアジアの港湾都市にも適用し、世界貿易拡大とそのインパクトについての研

究を進めることが今後の課題となる。 
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1871 年 再輸出 
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国内移出 
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1880 年 再輸出 
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国内移出 
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1891 年 再輸出 
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国内移出 
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1899 年 再輸出 
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国内移出 
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